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こ
の
印
刷
物
は
、古
紙
パ
ル
プ
を
含
む
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

〒
45

7-
08

41
名
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目
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X 

69
2-

84
83

電
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年
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サ
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か

ら

環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー

編
集
・
発
行
名
古
屋
市
環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー

サ
イト
内
検
索

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

V
ol
.2
5

だ
り

よ
だ

り
よ

施
設
見
学
受
付
し
て
い
ま
す

N

日
本
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル

日
本
ガ
イ
シ

ア
リ
ー
ナ

線本道海東RJ
山
崎
水
処
理
セ
ン
タ
ー

山
崎
汚
泥

処
理
場

忠
道
公
園

山
崎
川

環
状
線

線滑常鉄名

道
徳
橋
北

三
新
通
二
丁
目

至
大
高

至
太
田
川

至
金
山

至
金
山

豊
田
五
丁
目

駅江大

1
駅寺笠千
竃
通
3

三
新
通
3

千
竃
通
7

23

名
古
屋
市

環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー

し
ら
べ
る

つ
た
え
る

身
近
な“
か
ん
き
ょ
う
”に
つ
い
て
実
験
・
体
験
す
る「
か
ん
き
ょ
う
実
験
ス
ク
ー
ル
」を
今
年
も
8月
に
開
催
し
ま
す
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
程

8月
２
日（
木
）・
8月
３
日（
金
）・
8月
6日
（
月
）

時
　
間

9:
30
～
12
:0
0

参
加
費

無
料

対
　
象

小
学
校
4～
6年
生

定
　
員

各
回
25
人（
事
前
申
込
み
先
着
順
、複
数
受
講
可
）

受付
開始
日時

7/
11
(水
)　
9:
00

申
込
方
法

①
住
所
、②
名
前
、③
学
年
、④
希
望
講
座
、⑤
電
話
番
号
を
添
え
て
、

【
電
話
・
FA
X
・
E
-M
ai
l】
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
下
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

場
　
所

名
古
屋
市
環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー（
南
区
豊
田
五
丁
目
16
番
8号
）

生
き
も
の
の「
す
ご
い
」を

体
験
し
よ
う

　
す
ぐ
れ
た
発
明
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
生
き
も
の
の

「
す
ご
い
」し
く
み
を
カ
タ
ツ
ム
リ
や
ハ
ス
の
葉
を

使
っ
た
実
験
で
た
し
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

8月
2日
（
木
）

カ
ラ
ー
ペ
ン
に
含
ま
れ
る

色
素
を
分
け
て
み
よ
う

　
身
近
な
も
の
で
カ
ラ
ー
ペ
ン
の
色
素
を
分
け
て
み

ま
し
ょ
う
。う
ま
く
で
き
た
ら
好
き
な
も
よ
う
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

8月
3日
（
金
）

P
M
2.
5を
は
か
ろ
う

　
P
M
2.
5と
呼
ば
れ
る
大
気
の
よ
ご
れ
を
み
ん
な
で

測
定
器
を
使
っ
て
は
か
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

8月
6日
（
月
）

昨
年
度
の
か
ん
き
ょ
う
実
験
ス
ク
ー
ル
の
様
子

バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

か
ん
き
ょ
う
実
験
ス
ク
ー
ル
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図
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 地
下

水
浄

化
実

験
の

概
要

表
　

土
壌

汚
染

対
策

法
に

定
め

ら
れ

た
　

　
第

一
種

特
定

有
害

物
質

①
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

　
②

四
塩

化
炭

素
③

1,
2-

ジ
ク

ロ
ロ

エ
タ

ン
　

④
1,

1-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
⑤

シ
ス

-1
,2

-ジ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

⑥
1,

3-
ジ

ク
ロ

ロ
プ

ロ
ペ

ン
　

⑦
ジ

ク
ロ

ロ
メ

タ
ン

⑧
テ

ト
ラ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
　

⑨
1,

1,
1-

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

⑩
1,

1,
2-

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

　
⑪

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
⑫

ベ
ン

ゼ
ン

V
O
C（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）1
2物
質

バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

微
生
物
を
利
用
し
た
浄
化
技
術

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

現
場
に
土
着
し
て
い
る
浄
化
微
生
物
を
活
性
化
さ
せ
る

バ
イ
オ
オ
ー
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

外
部
で
培
養
し
た
浄
化
微
生
物
を
現
場
に
導
入
す
る

　
名

古
屋

市
内

で
は

毎
年

、V
O

C（
揮

発
性

有
機

化
合

物
）に

よ
る

土
壌

･地
下

水
汚

染
が

判
明

し
問

題
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、最

近
で

は
汚

染
浄

化
対

策
に

バ
イ

オ

レ
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

る
事

例
が

見
受

け
ら

れ
ま

す
。バ

イ
オ

レ
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
と

は
、微

生
物

を
使

っ
て

地
中

の
汚

染
物

質
を

直
接

分
解

し
て

無
害

に
す

る
方

法
で

、高
濃

度
汚

染
に

は
不

向
き

で
浄

化
に

時
間

が
か

か
り

ま
す

が
、低

コ
ス

ト
で

建
造

物
の

撤
去

が
要

ら
ず

、広
範

囲
の

汚
染

に
適

用
で

き
る

な
ど

の

利
点

が
あ

り
ま

す
。環

境
科

学
調

査
セ

ン
タ

ー
で

は
、V

O
C

に
よ

る
汚

染
の

浄
化

に
活

用
で

き
る

バ
イ

オ
レ

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。

　
バ

イ
オ

レ
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

は
、バ

イ
オ

ス
テ

ィ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
バ

イ
オ

オ
ー

グ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
2種

類
が

あ
り

ま
す

。バ
イ

オ
ス

テ
ィ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
は

、有
機

物
や

酸
素

な
ど

を
地

中
に

供
給

し
、汚

染
現

場
に

土
着

し
て

い
る

浄
化

微
生

物
を

増
殖

・
活

性
化

さ
せ

る
も

の
で

す
。バ

イ
オ

オ
ー

グ
メ

ン

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、土
着

し
て

い
る

浄
化

微
生

物
が

皆
無

あ
る

い
は

極
端

に
少

な
い

場
合

に
、外

部
で

培
養

し
た

有
用

な
浄

化
微

生
物

を
現

場
に

導
入

す
る

も
の

で

す
。バ

イ
オ

オ
ー

グ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
高

い
浄

化
効

果
が

期
待

で
き

る

半
面

、外
部

か
ら

導
入

す
る

浄
化

微
生

物
の

安
全

性
や

生
態

系
へ

の
影

響

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

　
バ

イ
オ

レ
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
で

は
実

際
の

浄
化

に
適

用
で

き
る

か
判

断
す

る
た

め
、予

め
室

内
実

験
や

現
地

実
験

を
行

い
ま

す
。今

回
は

、V
O

C
を

脱
塩

素
化

す
る

浄
化

微
生

物
群

が
確

認
さ

れ
た

汚
染

現
場

に
お

い
て

、嫌
気

的
な

バ
イ

オ
レ

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン（

バ
イ

オ
ス

テ
ィ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
）を

用
い

て
、V

O
C

に

汚
染

さ
れ

た
帯

水
層

地
下

水
を

浄
化

す
る

実
験

を
行

い
ま

し
た

。実
験

の
流

れ
を

図
2に

示
し

ま
す

。

　
実

験
の

結
果

、臭
化

物
塩

濃
度

の
減

衰
か

ら
推

察
し

て
、地

下
水

流
入

が
始

ま
っ

て

元
の

水
質

に
戻

る
ま

で
20

0日
近

く
か

か
り

ま
し

た
。こ

の
間

の
V

O
C

の
濃

度
変

化

を
表

し
た

の
が

図
3で

、1
,2

-ジ
ク

ロ
ロ

エ
タ

ン（
塩

素
化

エ
タ

ン
）、

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン（
塩

素
化

エ
チ

レ
ン

）、
ほ

と
ん

ど
嫌

気
分

解
し

な
い

ベ
ン

ゼ
ン

の
3種

類
の

V
O

C
を

と
り

上
げ

ま
し

た
。非

分
解

性
の

ベ
ン

ゼ
ン

は
、流

入
地

下
水

の
影

響
を

そ

の
ま

ま
反

映
し

早
い

段
階

か
ら

濃
度

が
上

昇
し

ま
す

が
、1

,2
-ジ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

や

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
は

14
0日

あ
た

り
ま

で
濃

度
上

昇
が

抑
え

ら
れ

，脱
塩

素
化

に
よ

る
分

解
が

続
い

て
い

る
こ

と
が

判
り

ま
す（

赤
矢

印
）。

こ
れ

は
、バ

イ
オ

レ
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

浄
化

効
果

が
実

証
さ

れ
た

一
例

で
す

が
、研

究
で

は
さ

ら
に

効

果
を

高
め

る
現

地
実

験
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

　
土

壌
汚

染
対

策
法

で
は

、表
に

示
し

た
V

O
C

12
物

質
が

第
一

種
特

定
有

害
物

質
に

指
定

さ

れ
て

い
ま

す
。こ

れ
ら

は
ベ

ン
ゼ

ン
を

除
く

と
す

べ
て

塩
素

化
合

物
で

、水
よ

り
重

く
粘

性
が

低

い
た

め
、地

中
深

く
ま

で
浸

透
し

て
帯

水
層

に
達

す
る

汚
染

を
引

き
起

こ
し

ま
す

。

　
V

O
C

の
微

生
物

分
解

に
は

、酸
素

が
必

要
な

好
気

分
解

と
必

要
と

し
な

い
嫌

気
分

解
が

あ

り
、上

記
の

塩
素

化
合

物
に

よ
る

汚
染

の
浄

化
で

は
、酸

素
を

供
給

し
な

い
で

行
う

嫌
気

的
な

バ

イ
オ

レ
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

よ
く

用
い

ら
れ

ま
す

。例
え

ば
テ

ト
ラ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
等

の
塩

素
化

エ
チ

レ
ン

は
、“

脱
塩

素
化

”と
呼

ば
れ

る

反
応

に
よ

っ
て

段
階

的
に

嫌
気

分
解

さ
れ

、最
終

的
に

炭
化

水
素（

エ
チ

レ
ン

）に
な

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

お
り

、脱
塩

素
化

反
応

を
担

う
数

々
の

浄
化

微
生

物（
デ

ハ
ロ

コ
コ

イ
デ

ス
属

細
菌

な
ど

）が
見

つ
か

っ
て

い
ま

す
。な

お
、バ

イ
オ

レ
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

際
は

、分
解

過
程

で

生
じ

る
有

害
物

質
に

も
注

意
が

必
要

で
す

。塩
素

化
エ

チ
レ

ン
の

嫌
気

分
解

の
場

合
、エ

チ
レ

ン
に

至
る

ま
で

途
中

で
生

成
す

る
物

質
は

す
べ

て

有
害

で
あ

り
、完

全
に

脱
塩

素
化

し
て

初
め

て
無

害
な

状
態

と
な

り
ま

す（
図

１
上

段
部

）。

　
当

調
査

セ
ン

タ
ー

で
は

名
古

屋
大

学
と

共
同

で
、塩

素
化

エ
タ

ン
の

嫌
気

分
解

に
関

す
る

検
討

を
行

っ
て

き
ま

し
た

。そ
の

結
果

、市
内

河
川

底
質

か
ら

、国
内

初
と

な
る

1,
2-

ジ
ク

ロ
ロ

エ
タ

ン
浄

化
微

生
物

で
あ

る
ジ

オ
バ

ク
タ

ー
属

細
菌

A
Y

株
の

分
離

・
培

養
に

成
功

し
ま

し
た（

特
許

57
64

88
0号

）。
こ

の
A

Y
株

は
鉄

還
元

菌
の

一
種

で
、嫌

気
条

件
下

で
高

濃
度

の
1,

2-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

を
脱

塩
素

化
し

て
エ

チ
レ

ン
に

で
き

る

ほ
か

、分
解

に
と

も
な

う
有

害
物

質
を

生
成

し
な

い
な

ど
、浄

化
微

生
物

と
し

て
優

れ
た

特
性

を
有

し
て

い
ま

す
（

図
１

下
段

部
）。

詳
し

く
は

、

＜
環

境
科

学
調

査
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

vo
l.1

4（
平

成
27

年
10

月
発

行
）＞

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

V
O
C
汚
染
と
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
現
地
実
験

図
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 浄
化

微
生

物
に

よ
る

V
O

C
の

脱
塩

素
化

浄
化
微
生
物
群
の
増
殖

地
下
水
と
溶
液
が
置
換

V
O
C
の
分
解

地
下
水
の
再
流
入

注
入
前
の
水
質
に
戻
る

微
生

物
の

増
殖

を
促

す
有

機
物（

微
生

物
活

性
化

剤
）、

地
下

水
の

挙
動

を
把

握
す

る
目

的
で

加
え

る
物

質（
臭

化
物

塩
）な

ど
か

ら
成

る
浄

化
資

材
溶

液
を

実

験
井

か
ら

帯
水

層
内

に
圧

入
し

ま
す

。以
降

は
、実

験
井

か
ら

地
下

水
を

採
取

し
て

水
質

を
測

定
し

ま
す

。

注
入

完
了

時
の

実
験

井
周

辺
部

は
、地

下
水

が
押

し
出

さ
れ

て
浄

化
資

材
溶

液
に

置
換

さ
れ

て
い

ま
す

。こ
の

と
き

採
取

す
る

地
下

水
に

は
V

O
C

は
ほ

と
ん

ど
無

く
、臭

化
物

塩
が

高
濃

度
状

態
に

あ
り

ま
す

。地
下

で
は

、微
生

物
活

性
化

剤
の

は
た

ら
き

で
浄

化
微

生
物

群
が

増
殖

を
は

じ
め

て
お

り
、V

O
C

を
脱

塩

素
化

で
き

る
環

境
が

次
第

に
整

っ
て

き
ま

す
。

実
験

井
周

辺
部

の
外

か
ら

再
び

地
下

水
の

流
入

が
始

ま
り
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